
地域の小さな電力会社を設立	


太陽光発電システム　５～10kＷ／箇所	

新設37カ所と既設１カ所・合計約208kw 

太陽光発電によっ
て発生した電力の
料金をおひさま進
歩エネルギーに支
払い。	


電力の供給	


パートナーシップ	

○公共施設の屋根
を提供（20年契約）	

○発電した電気の
相当額を授受する
等の契約締結（固
定買取）	


大
手
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余剰電力は売電	


環境省（飯田市経由）補助金　　システム設置費の2/3	


市民
出資	

1口	

10万円	
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(出資者)	


利益分配金	


(事業主体)	


出資金は、環境公益事業の運営や
、太陽光発電システム設置・ESCO
事業に充てられる。	


おひさま進歩エネルギー　　
　が設置	


売電の支払を
受け取る。	


市民出資	

1口	

50万円	


飯田市	


☺

グリーン電力販売	


グリーン電力販売収入	




2005年2月に３カ年に渡る太陽光発電と省エネ事業への出資を
呼びかける第１号ファンド（「南信州おひさまファンド」）を募集。	
  

約450名の全国の市民から約２億円の出資を受け、38の太陽光発電所と
省エネルギー事業を飯田市内で展開。 

幼稚園の屋根に設置された発電所は、
子供たちの環境教育にも活かされる。	


各発電所には、玄関に発電の状況を
あらわすパネルを設置。 
※発電すると「さんぽちゃん」の回りの
ランプがぐるぐると点灯。	


幼稚園・公民館を中心とした38カ所の
施設に合計208kW(畳1000枚分)のお
ひさま発電所が元気に稼働しています。	




自然エネルギーへの投資により、地球温暖化を防止するファンドです。出資者からお預	

かりした出資金が、自然エネルギーの普及につながります。	


おひさまファンドとは？	


収益	


元本と利益	


出資者の気持ちとお金によって、エネルギーの地産地消を形にします。	




設置場所一覧 
（飯田市内合計38カ所、20８kWを設置） 

＜太陽光発電事業＞一気に面的な拡大へ 



(個人住宅への拡大普及を目指すおひさま進歩エネルギー㈱の新たな事業展開/同社パンフレットより)	
 



①　飯田地域に「分散型」の独立電源をできるだけ多く確保する。　	

②　市民にグリーンな電力を利用していただく。	

③　ローカル・クリーンエネルギー・ビジネスを育成し、飯田方式として全国に発信	


①　飯田地域に「集約型」の独立電源を確保する。　	

　　→　発電所の電力は6600ボルトの高圧線で地元の変電所に送電し、	

　　　　 地元で利用	

②　電力事業者の「ＲＰＳ法」による要請に対し、地方自治体として協力。	



